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スウェ ーデンの痴呆性高齢者ケア
ーシルビア学校の研修から
武田純子（グループホームすぎの子の家管理者）
抄録
1999年4月，スウェーデン ・ストックホルム市にあるシルビア学校（痴呆性高齢者ケアの専
門教育機関）を訪ねた。スウェーデンの痴呆性高齢者ケアは1985年パルフ守口一・ベック ・フリ
ス氏（当時モタラ長期療養病院院長）によるパルツァゴーデン（痴呆性高齢者グループホーム）
から出発したといっても過言ではないだろう。パルツァゴーデンは，その後エーデル改革によ
り，バルブロー・ベック ・フリス氏のもとから，コミューンに移管され閉鎖にはなったが，ス
ウェーデンに，多くのグループホームが誕生するきっかけとなった。現在バルブロー ・ベック ・
フリス氏は，スペシャリストとして多くの公職に携わりながら，シルビア財団により設立され
た，シルビア学校の校長として，痴呆性高齢者ケアの専門スタッフの教育にあたっている。私
たちは，シルビア学校に於いて，バルブロ・ベック・フリス氏のカリキュラムによる特別研修
を受け，痴呆性高齢者ケアの在り方を学んだので報告する
キーワード：人生を共に
痴呆性高齢者グループホームとの出会い
1996年8月，日本看護協会先駆的保健活動モデル事業
としてのグループホームを担当する事になりはじめて痴
呆性高齢者グループホームを知った。グループホームと
は痴呆を持たれた高齢者（5～ 9人）が，専門的ケアの
下に生活を共にし，残された人生を豊かに過ごす事を目
的とする。
看護職として30年近く医療の世界にかかわってきた
が，痴呆性高齢者の生活を支えるケアは難しく ，戸惑う
ばかりで，先進国の様子を知りたく 1997年6月，スウェー
デングループホームケア研修旅行に参加した。
スウェーデンでは既に，集団ケアはケアの質を保つ事
ができず，人権を守る事はできないと判断して，大型施
設を小グループに区切りグループケアが行われていた。
精神科病院の痴呆高齢者は，生活の場をグループホーム
に変え，鍵の中で管理される生活 ・薬剤による抑制は姿
を消し，穏やかな環境の中で生活していた。
その衝撃から，その後も日本で先駆的に痴呆性高齢者
グループホームを運営（1991年）していた，『函館あい
の里』の研修を続け，グループホームケアを追及してきた。
2001年より介護保険のメニュウとなるグループホーム
ケアは，痴呆性高齢者の人生の最終章を保証する大きな
役割を持ち，当然，ケアの質が問われる。
シルピア学校の紹介
スウェーデン・シルビア王妃は痴呆に悩む人達の利益
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の促進と，支援のために尽力されている。貧困層の支援
は王室の伝統でもあり，その精神の基に1995年6月シル
ピア財団が設立された。王妃は“名誉“総裁にとどまる
事なく ，実質的な活動や寄付も行っているという。（我々
の研修については，王室会議によって認められ，また研
修の合間に宮殿見学の配慮をいただき，国王の王冠など
を保管する財宝庫など見学させていただいた）
シルピア学校はストックホルム市ドロットニングホル
ムにあり，王妃に因んで名付けられ，1.質の高いケア
の提供， 2.専門的な教育と指導， 3.痴呆についての
臨床的，且つ，高く評価のできる調査 ・研究を行う事を
目的としている。
シルビア学校でのケアは，基本的にデイケアとして提
供されるが，時にはショートステイ ・ターミナルケアも
シルビア学校外観
スウェーデンの痴呆性高齢者ケア
’患 も~
デイケアの部屋
教室
可能なハード的機能を持っている。お年寄りは，週に3
日ほど通い専門的なケアを受け，学生は実習としてかか
わる。
シルビア学校での教育は，バルブロ・ベック・フリス
教授のもとに， 3名の指導教員が配置されている。学生
は，臨床経験を持つ准看護婦であり， 6～ 7名の学生が
1年間の教育をうける。
教育の目標は， 1.痴呆性高齢者ケアの分野で，専門
的な能力を身に付け，現場にてチームリーダーとして活
躍できる事， 2.ケアの専門職として啓蒙活動ができる
事。
学生が卒業すると，シルピアシスターとよばれ，地域
に戻り痴呆に対する正しい知識を広めると共に，正確な
分析，的確な診断，家族支援をしながら，さざ波のごと
く痴呆性高齢者ケアの質の向上に勤める。
スウェーデンの医療・福祉事情
北欧と聞くと，ゆとりある福祉の国というイメージを
だれでもが持っている。岩盤が多く，荒れた耕地，高い
緯度にあり恵まれた環境にあるとはいえない。自然環境
の厳しさから培った知恵なのか，合理的なものの考え方，
コスト意識の高さ，個人を大切にする権利の主張と平等
意識，誠実さなど豊かな人間性に触れ，非常に親しみを
感じる。
福祉用具などは，ほとんどが貸出で，その後のフォロー
アップ体制も整っている。本人が在宅を希望すると，在
宅において高度医療を受けられる高度訪問看護システム
がある。医療・福祉はほとんどが公的機関により運営さ
れ，民間の医療機関はない。また，経済的問題で，医療
の質に差が出ることはなく，公平な医療が受けられると
いう。
1992年からのエーデル改革により，医療福祉の制度が
リフォームされた。 25のランスティング（県自治体） 300 
近いコミューン（市町村自治体）の役割分担が明確になっ
た。ランステイングは急性期集中医療を担当する。コ
ミューンには人口2000～3000人単位で，医師・正看護
婦・准看護婦・理学療法士・作業療法士・ヘルパーなど
で構成される医療チームがあり，母子保健医療・長期療
養医療・プライマリーケアを担当する。福祉施設の民間
運営主体は，コミューンの委託を受けるために，運営計
画書を提出し，半年後とに監査を受けるという。
高齢者特別住宅として，サービ、スハウス（高齢者マン
ション） ・ケア付住宅・老人ホーム（虚弱老人対象）
ナーシングホーム（病弱老人対象）・グループホーム（精
神・痴呆性老人対象）がある。また，在宅生活を支える
ために，デイセンター（65歳以上の人を対象）デイケア（虚
弱老人対象）痴呆デイケア（痴呆性老人対象）と痴呆性
老人を区別してケアにあたる。その理由は，虚弱・病弱
な人に痴呆性高齢者の特性は理解しがたく，違和感，恐
怖感を与え，対応の在り方も異なるからという。
医療福祉制度の違いは大きいが，痴呆性高齢者ケアの
在り方に学ぶことは多くあり，スウェーデンの痴呆性高
齢者ケアを，わが国の状況にに合わせて取り入れていく
事の重要性を感じた
痴呆性高齢者のケアについて
どんな状況にいるのか
私たちは人として生きる時，人間関係の中で，自分の
存在を認識し喜びゃ親密感を感じられる環境で生活する
事を望んでいる。痴呆をもった高齢者であっても同じで
ある。痴呆性高齢者の状態を正しく認識し，本人の心に
そった対応をしなければ，不安・戸惑い・失意・悲しみ
を和らげる事ができないばかりか，対応する人も一諸に
混乱し，互いに傷つけ合い，苦しみ，悲しい経過をたどる。
痴呆に関する正しい知識や情報があると，適切な支援や
対応ができ，痴呆性高齢者の生活は大きく改善すると共
に，ケアする側が楽になる。痴呆の人がどの様な状態に
あるかイメージしてみよう。
私たちが知らない土地で，深い霧の中を歩き，霧が濃
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くなったり薄らいだりしながら，閣の世界に入る事を想
定していただきたい。どうして霧の中に居るのか（記憶
障害）方向感覚も失われ（見当式障害）不安でたまらな
いj犬態にある。
痴呆の人は
1.場所・人・物事等を思い出せない
2.見たり聞いたりする事を理解できない
3.会話はできるが内容を理解できない
4.抽象的な考え方ができない
しかし，対応如何によって，支障がありながらも普通
の生活が可能なのである。
痴呆性高齢者ケアにあたり
本人の状態を正しく認識するために，アルツハイマー
病・アルツハイマー型老年痴呆・脳血管性痴呆・前頭葉
痴呆・その他・痴呆の診断が必要となる。痴呆の診断・
病巣部位・症度により症状・ケアの方法も異なってく
る。症状の現れ方は，今おかれている環境・生き方，生
活様式，成育歴などに大きく影響されるため，パックグ
ラウンドアセスメントが必要となる。記憶障害があり，
日常生活に支障を持つ人をケアする場合，五感を使って
体験してきた事や，長期記憶を引き出しながらケアする
が，記憶のシステムを知る事はとても大切な事である。
痴呆性高齢者の心にそった対応をするために心掛ける事
1.プライド ・感情は保たれているため，健康な人に
接する時と同じような態度で対応する。言葉の意味
は理解できなくても，背後の感情は伝わるものであ
る。
2.ストレスを最小限にし，心地好い状態を保つ事に
心掛ける。
3.落ち着いた生活ができる様周りの環境を整える。
本人の大切な物に固まれた生活 ・危険から守れる生
活環境にする。
4.本人なりの行動目的を理解しようと努める。
ケアの倫理
痴呆は治らないが，症状を緩和する事はできる。「今，
この一時を楽しんで生活する」事を目標とする。そのた
めに，身体的状況・精神的状況・社会的状況を整え，「今，
安心して居られる」ための援助をする。「身体的 ・精神
的苦痛を与えていないか」「その人にとって快適である
か」が痴呆性高齢者ケアの倫理である。
痴呆性高齢者は，一人の人間として扱われ，希望を持っ
て生きる権利・自分の言い方で感情を表す権利・自分の
意思で介護を決定する権利・さらに専門的能力をもち，
人間的思いやりのある人から介護を受ける権利を持って
いる。
ケアにあたる時，だれのためにケアをしているかを忘
れない事。常にケアの倫理に合った介護か振り返りが大
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切である。
コミュニケーションの取り方
会話は成立していても，言葉の持つ意味が分からない
ため，内容を理解できない事を知っていなければならな
い。しかし全く理解できないのではなく，ゆっくり ・簡
単な言葉で －穏やかに話すと理解できる。
具体的な行動を期待する時は，いっしょにやって見せ
る事で，行動につながる。言葉で理解できない事でも，
人の行動を見てまねる事はできる。
人とのかかわりを持つ時は，ある程度の距離を持つの
が礼儀である。言葉を掛ける時， 1メートルほど距離を
持ち，目線を合わせて穏やかに対応すると，落ち着いて
受け入れる事ができる。痴呆性高齢者は，ケアされる事
の意味を理解できない。にもかかわらず，指示的助言・
教育的かかわり・あれこれ手を出す援助に対して，うっ
とうしさを感じ，自分から距離を取り避けている事を感
じ取れなくてはならない。高音で早口の会話・大声でま
くし立てる様な会話，乱暴な会話が大嫌いな人達である
事を認識しなければならない。
家族への援助
痴呆の症状は，忍び寄る様に進行してくるため，家族
は何が起こっているのか理解できない事が続く。どうし
ても理解できない事が重なり，人に相談する時には大き
な決断をしている事を理解しミただきたい。また，痴呆で
ある事を理解した時「どうして分かつてあげられなかっ
たのか」という良心の阿責に悩む事が少なくない。家族
が介護している場合は，自分のケアのまずさに気付きな
がらも，何とか自分でケアを続ける事を考え，途方に暮
れている場合がほとんどである。
24時間365日はてしなく続く介護に，介護者は，愛情
と憎しみが入り交じった複雑な感情を持ち，危険因子を
大きくする。
介護力の軽減と，家族の苦しみを分かち合う事が，痴
呆性高齢者にかかわる専門職としての大きな役割とな
る。
まとめ
スウェーデンにおいても，エーデル改革の後，数多く
グル｝プホームが誕生した。痴呆性高齢者は鍵から解放
され，薬による抑制も解かれてはいるが，ケアの質にば
らつきがあり，課題になっている。シルピアホームの他
にも大学において痴呆性高齢者ケアの研究，教育機闘が
あるという。
痴呆性高齢者ケアの質を確保するためには，イントロ
ダクション教育・ケアの仕事に就いてからの継続教育 ・
良いアドバイスができる指導者が必要となる。
教育は，理論と実習を組合わせ，カナダで生まれたP
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B I方式を取っている。痴呆に関する専門的知識を得，
ケアの倫理について話し合い・振り返り，人としての心
を知る事を目標に，誰の為にケアするのか，ケアされる
人にとっての利益を追及する。
指導的立場にある人は，教育ができる人であり，家族
支援も担当しなければならない。
痴呆性高齢者ケアは，本人・その家族・そして職員の
受容をも満たして，よいケアが成立する。
シルビア学校修了証をいただきました。
中央 バルブ口・ベック・フリス氏に感謝の寄せ書
きを送りました。
おわりに
私は，函館「あいの里」にて，ケアの在り方を学んで
きたが，バルブロ ・ベック ・フリス教授の講義は，今ま
での知識を鮮明にするものであった。痴呆性高齢者をよ
り近く・より親密に感じる事ができるようになり，充実
した研修となった。
この研修において，スウェーデン王室のご理解と，シ
ルピア王妃の心温まる配慮に感謝すると共に，シルビア
学校を研修のために占領し，利用されるお年寄りに大変
ご迷惑を掛けた事をお詫びします。またご多忙の中，私
たちの研修のために大切な時間を掛け，丁寧にご指導く
ださった，バルブロ・ベック・フリス教授に心から感謝
致します。
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CARE OF THE DEMENTED ELDERLY IN SWEDEN 
～What I Learned at Sylvia School～ 
Junko Takeda 
Managing Director Group-caring home “SUGINOKO NO 1E” 
Abstracts 
In April of 1999. we visited Sylvia School (a special education facility on caring the demented elderly) in 
Stockholm. Sweden. 
Caring the demented elderly in Sweden may as well be said to hav巴 startedfrom Bal tzar -Garden (the 
group caring home for the demented elderly) established by Barbro Beck -Flis (who was the director of 
Motala Sanatorium at that time) in 1985. 
Baltzar Garden was later closed being transferred from Barbro Beck Fliis to the commune under Edel 
Reform. but it had worked well enough to bring many group-caring home across Sweden. 
Today Barbro Beck -Flis is the president of Sylvia School established by the Sylvia Foundation educat-
ing the special staff on caring the demented elderly. alomg with being in public offices as the specialist. 
I am going to report what we learned at Sylvia School through the special training under the curricu-
lum of Barbro Beck-Flis how caring the demented elderly should be. 
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